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本研究では、特別支援学校に在籍する知的障害のある中学部生徒に対し、美術科の段階を基にし
た実態把握を行い、段階に応じた目標設定と指導内容を選定した上で「振り返りシート（生徒用）」
を作成・活用した美術科授業実践を行った。授業の中で定期的に振り返りながら、表現及び鑑賞の
活動に取り組むことで、表したいイメージがどのように変容したのか、記入文字数や発表場面での
発語数と共に質的内容について分析した。「振り返りシート（教員用）」も作成・活用することで、
教員の評価も授業改善や指導・支援に生かすことをめざした。

その結果、実態の異なる生徒それぞれが「振り返りシート」に提示された問いを視点に、造形的
な見方・考え方を働かせながら、表したいイメージを具体化させ、学びを深めていく姿を確認する
ことができた。このことから、「振り返りシート」が断片的になりがちな知的障害のある生徒の思
考まとめることに有効に機能したことが推測された。

はじめに

中央教育審議会答申（平成28年）（以下「答申」とい
う。）では、質の高い深い学びをめざすためには「子供
たちの思考を深めるために発言を促したり、気づいてい
ない視点を提示したりするなど、学びに必要な指導の在
り方を追求し、必要な学習環境を積極的に設定していく
ことが求められる」としている。さらに、障害のために
思考し、判断し、表現することへの困難さがある子ども
たちについても、障害による困難さに対応しながら、学
びの過程の質的改善を行うことの必要性が述べられてい
る。知的障害のある子どもたちへの各教科等の指導につ
いては、「特別支援学校学習指導要領（平成29年告示）
解説各教科編（小学部・中学部）」（「以下「学習指導要
領解説」という。）に、教科ごとに段階別の目標と内容
が明示され、系統性のある指導内容とすることが示唆
された（小学部３段階、中学部２段階、高等部２段階）。

特に、中学部においては、これまでは教科の目標の下に
内容が示されていたが、段階間で系統性のある内容を設
定する必要性から、段階が新設された。
「特別支援学校学習指導要領（平成21年）解説総則等

編の「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」に
おいて、「各教科等の指導に当たっては、児童又は生徒
が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったり
する活動を計画的に取り入れるよう工夫すること」とさ
れ、振り返る活動の重要性が強調されている。授業にお
ける振り返りに関して、池田・諸岡・藤井（2022）は、
振り返りに焦点を当てた授業改善を行うことで、「見通
しの明確な学習活動が展開されるようになった」とその
有効性について述べている一方、「『振り返り』において
設定した個々の内容が、児童生徒の学びにどのように効
果があったのか、授業実践に基づいた具体的な検討が求
められる」と児童生徒の変容の明確化という点において
課題を挙げている。

特別支援学校中学部生徒の美術科授業における
振り返りと表したいイメージの変容
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ところで、池田・児玉・髙橋（2017）は、特別支援学
校で美術科を担当する教員に指導に関する困難の度合い
を問う全国調査を行い、「とても難しい」「やや難しい」
の合計が50％を超える項目が25項目中17項目あり、その
中でも最も困難の度合いが高かった項目は「クラスに
在籍する子ども全員が活動可能な美術科の授業を設定
すること（「とても難しい」と「やや難しい」の合計が
73.2％）」であったことを報告している。そして、指導
を困難にしている要因として、特別支援学校に在籍する
子ども達の障害の多様化、及び重度・重複化が考えられ、
同一集団に在籍する多様な子ども全てが意欲的に活動で
きる題材の設定に教員が困難を感じている現状を明らか
にしている。

本研究を実施した特別支援学校においても、既に西村
（2022）が、図画工作科・美術科授業を担当している教
員13名に、授業を実践する上で感じている課題点につい
て、「実態把握」「目標設定」「指導・支援」「学習評価」
の観点でアンケートを実施している。そしてその結果か
ら、全ての観点において、半数以上の教員が困難さを感
じている現状を指摘した。特に、学習評価に関する項目
においては、「とても難しい」及び「やや難しい」の割
合が80％を占め、最も困難さを感じていることが判明し
ていた。また、自由記述では、「イメージをもつことが
難しい生徒に、どのような表現活動の支援をしたらよい
のか」等の指導・支援に関して困難さを感じている記述
も複数確認されたことが報告されていた。そして、これ
らの結果を踏まえ西村（2022）は、美術科における「段
階見取りシート」及び「指導内容確認シート」を考案し、
特別支援学校に在籍する知的障害のある中学部生徒に対
し、美術科の段階を基にした実態把握を行い、段階に
応じた目標設定と指導内容を選定した上で、「振り返り
シート（生徒用）」を活用した授業実践を行った。その
結果、「振り返りシート」への記入文字数及び発表場面
での発語数の増加や生徒の造形的な見方・考え方を働か
せた記入内容の質的向上から、適切な実態把握と段階に
応じた目標設定、指導内容の選定による授業改善が、生
徒の学びを深めることに有効であったと述べた。しかし
西村（2022）は、「振り返りシート」への記入文字数及
び発表場面での発語数について対象生徒全体の総数を採
用しており、個々の生徒の変容プロセスについてはほと
んど着目していない。つまり、段階に応じた「振り返り
シート」の活用が、実態の異なる個々の生徒の学びにど
のように影響を及ぼしたのか、個に着目した具体的な分
析・検証は不十分と言える。

目的

そこで、本研究では、西村（2022）のデータを個々の
生徒の変容という観点で再分析し、「振り返りシート」
を活用した振り返りが、個々の生徒（主に特定の２名）
の学びにどのように影響を及ぼしたのかを検証する。そ
の際、「振り返りシート」に記入された内容及び発表場
面での発言内容を基に、表したいイメージがどのように
変容したのか、その過程を個に着目する。ここで示す表
したいイメージとは、学習指導要領に「思考力、判断力、
表現力等」として整理し示されているもので、豊かな想
像において必要となるものである。イメージは未来を見
通す思考力の源となり、意欲・好奇心・主体性の発揮に
つながると述べている一方で、障害のある子ども達は、
行動が制限され、経験量が少ないことにより、柔軟な思
考を育みにくいとされている（葉山，2018）。生徒自身
の表したいイメージを基に、美術科の表現及び鑑賞の活
動は展開されることから、造形的な見方・感じ方を働か
せ、造形的な特徴などを基に見立てたり、心情などと関
連付けたりして自分なりのイメージをもつことができる
よう、指導・支援を工夫することが質の高い深い学びに
は必要であると考え、この表したいイメージを生徒の変
容の手がかりとして分析・検証することで、振り返りの
有効性について検討することとした。

方法

１．研究参加者
特別支援学校中学部に在籍する生徒11名（クライアン

ト）と、ＴＴとしてクライアントの支援・指導を担当す
る教員４名及び、長期研修教員１名（第一筆者）と長期
研修教員の指導担当である研究指導主事（第二筆者）の
計17名が参加した。本研究は、当該地域に設置された大
学における特定の教員（第三筆者）から随時スーパーバ
イズを受けて実施した。

クライアントは、中学部１学年であり、知的障害の他、
肢体不自由やＡＳＤの特性を有する生徒が在籍しており、
その実態は多様であった。知的障害の程度も異なり、個
人差が大きいため、教科指導では、単元や題材の設定に
難しさを感じるという教員の報告が認められていた。特
に美術科授業においては、興味関心が限定されたり、作
品から感じ取ったことを言葉で表現することが難しかっ
たりするなど、表現及び鑑賞の活動において、深い学び
につなげにくいという課題があった。

クライアントの生徒Ａは、軽度の知的障害とＡＳＤを
有する生徒であり、授業での発言は活発にできるものの、
美術科の授業において表したいイメージをもつことに困
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難さが見られる生徒であった。生徒Ｂは、軽度の知的障
害を有しており、自信のなさから行動に移すまで時間を
要したり、表したいイメージをもつことに困難さがある
ことから自分の考えを整理して言葉で伝えたりすること
に課題を示していた。

授業における指導支援は、長期研修教員とＴＴを担当
する教員が行った。長期研修教員は、教職歴18年目（特
別支援教育経験15年目）の教員であった。クライアント
が在籍する特別支援学校（以下「原籍校」という。）に
勤務しながら、当該地域に設置された教職員研修施設で
長期研修（１年間）を受けており、本研究において、こ
の指導担当である研究指導主事と、大学教員からのスー
パーバイズを随時受けた。

なお、研究を実施する前に、紙面で本研究の目的や手
続き、研究意義や保証される権利（研究参加をいつでも
中断できること、研究参加を断っても日頃の教育活動に
は一切影響を及ぼさないこと等）について第一筆者が保
護者に説明し、研究同意に関する承諾を紙面で得た。ま
た、論文投稿についても口頭での説明後、紙面にて承諾
をいただいた。
２．研究期間と研究場面

期間は、Ｘ年６月～７月（以下「６月授業実践」とい
う。）、同年９月～11月（以下「10月授業実践」という。）
の２つの期間に渡り、それぞれ６時間ずつ（計12時間）
実施した。場面は、美術科の授業（週１時間）に美術室
で実施した。
３．授業概要

以下の具体的な授業の題材、目標や指導内容、振り返
りシート（教材）、授業の構成は、西村（2022）に生徒
の個々の実態に関しての記述を追加した。

まず、授業の題材として、６月授業実践では、題材
を「○△□の世界」とし、基本的な形の組み合わせから
構成を考え、そこからイメージした内容を画用紙に表現
する平面表現に取り組んだ。10月授業実践では、題材
を「光をあつめて」とし、６月授業実践で取り組んだ基
本的な形の構成による表現を継続しながら、光という新
たな造形の要素を加えた立体表現に取り組んだ。発想・
構想に関する資質・能力について、学習指導要領解説に
は「感じ取ったことや考えたこと」を基にした発想や構
想と、「伝える、使うなどの目的や機能」を基にした発
想と構想の二つに分類して示されているが、６月授業実
践との連続性を考慮し、「感じ取ったことや考えたこと」
を基にした発想や構想の資質・能力の育成をめざすこと
とした。

次に、段階に応じた目標の設定と指導内容の選定を
行った。西村（2022）の「段階見取りシート」を活用し
た実態把握の結果、小学部１段階から中学部２段階まで、

実態に幅のある学習集団であることを確認できた。中学
部１段階と２段階にまたがる実態である生徒Ｂについて
は、配慮点を確認した上で、中学部２段階の目標を設定
し、学習状況を随時確認していくこととした。その上で、
西村（2022）の「指導内容確認シート」を参考に、段階
に応じた目標設定と指導内容の選定を行った。６月授業
実践第２時と10月授業実践第５時での各段階の目標と指
導内容を例に、図１に示した。

そして、図２の左側のような「振り返りシート（生徒
用）」を図２右側の内容や工夫に沿って作成した。項目
あ、う、おについては、段階に応じて提示内容を変更し
た。６月授業実践第１時では、項目う「三つの目標に付
随する造形的な視点を提示した問い」を設定していな
かったところ、小学部段階の生徒については、問いのな
い欄について自ら考え、記入することが難しい様子が見
られた。そのため、６月授業実践第２時から項目うの問
いを設定した（その後、当該生徒も記入できるように
なった）。「振り返りシート（生徒用）」はスケッチブッ
クに貼り付け生徒に記入させた。そして授業実施後、作
品の画像を印刷して貼り付け、造形的な見方・考え方を
働かせて記入している内容について赤ペンで丸やコメ
ントをつけてフィードバックした。授業の構成は西村

（2022）と同様であった。具体的には、図３のように８
項目の活動で組み立て、毎時間同じ流れで実施した。活
動内容と振り返る内容を一致させて自己評価ができるよ
う、「かつどう１」かつどう２」及び「はっぴょう」の
前に、「振り返りシート（生徒用）」で自身の目標を確認
した。振り返り場面は、「かつどう１」「かつどう２」及
び「ふりかえり」の３つの場面で設定し、定期的に振り
返る流れとした。「振り返りシート（生徒用）」に記入し
た個々の内容は、次時の「せつめい」の場面で電子黒板
を用いて全体にフィードバックし、共有化と価値付けを
図った。

活動内容については、「知識及び技能」に関する活動
内容として「かつどう１」を、「表現における思考力、
判断力、表現力等」に関する活動内容として「かつどう
２」を設定し、「振り返りシート（生徒用）」の目標と関
連付けた。なお、「はっぴょう」においては、「鑑賞にお
ける思考力、判断力、表現力等」に関する目標を設定し
た上で、１人１台端末のカメラ機能を用いて自身の作品
を撮影したものを電子黒板に投影しながら、自身の作品
について紹介し、互いに作品を鑑賞できるようにした。
４．検証方法

生徒ＡとＢを中心に、「振り返りシート（生徒用）」の
活用が、表したいイメージの変容にどのように関連した
のか、記入内容を基に、発表場面での発言及び学習過
程での行動を併せて検証した。具体的には、「振り返り
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シート（生徒用）」に記された文字の量的変容及び記入
内容の質的向上、自身の作品について他者に伝える際の
発語数の量的変容及び発言内容の質的変容について、そ
れぞれの生徒毎に着目して分析した。その際、授業に
よって発表時間が異なること、話す速度がそれぞれ異な

ることから、発語数を時間（秒）で割ることで量的変容
を見取った。また、美術室前方及び後方の２点で撮影し
た動画から、深い学びに必要な主体的な姿を見取り分析
した。さらに「振り返りシート（教員用）」による教員
の評価も採用し、生徒の学びの姿との関連を検証した。

図１　段階に応じた目標設定および指導内容

図２　「振り返りシート（生徒用）」の構成（西村（2022）を一部改変して再掲）
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結果と考察

１．授業実践全体の記入文字数及び発語数の変容
クライアントは11名であったが、１名は欠席が続いた

ため、10名のデータを対象に分析・検証した。文字の理
解に困難さがある生徒と、手指機能に制限があり書字に
労力を要する生徒の２名については、教員又は介助員が
思いを聞き取りながらその都度代筆を行った。

10名の記入総文字数は、６月授業実践では1850字で
あったが、10月授業実践では2153字に増加し、16.4％の
伸び率が見られたことから、「振り返りシート（生徒用）」
の活用度の高まりが確認できた。各授業実践における第
１時と第２時～第６時の記入文字数（平均）を比較する
と、いずれも後者の方が増加した（表１）。授業を重ね
るごとに表したいイメージが作品として形になっていく
ことで文字数が増加したと考えられた。発表場面での発
語数も同様の結果が見られたが、これについては、単な
る文字数の増加によるものではなく、造形的な見方・考
え方を働かせた記入内容の質的向上が要因と考えられた。

各授業実践第１時に着目すると、６月授業実践と比
べて、10月授業実践では記入文字数は37.8％、発語数は
48.8％の伸び率が見られた。これは、６月授業実践の学
習が積み上げられた成果が表れたものと考えられる。
２．各段階の記入文字数と発語数の変容

各段階の記入文字数と発語数の変容を図４に示す。記
入文字数については、６月授業実践における第１時と第
２時～第６時の記入文字数（平均）を比較すると、中学
部１段階を除いた小学部２段階、小学部３段階、中学部
２段階において後者の増加が確認できた。中学部１段
階も第1時では、特定の生徒の記入文字数に影響を受け、
突出して高い数値を示した。10月授業実践では、全ての
段階において後者で増加が見られた。これは、「振り返
りシート（生徒用）」の活用が、書くという表出手段を
強化したものと考えられた。また、10月授業実践第１時
に着目すると、６月授業実践第１時と比べて増加（中学
部１段階を除く）していることから、６月授業実践の学
習が積み上げられた成果は段階の別なく表れたと考えら
れた。

発語数については、６月授業実践では、全ての段階に
おいて発語数の増加が見られ、第１時と第２時～第６時
の発語数（平均）を比較すると、37.1％～300％の伸び
率が見られた。10月授業実践第１時では、小学部３段階、
中学部１段階、中学部２段階において、６月授業実践第
２時～第６時（平均）よりも高い数値を示したが、第２
時～第６時（平均）では減少した。このことについては、
10月授業実践の題材が抽象的な表現内容であったことや、
光という変化する造形の要素を扱ったことから、生徒自
ら動画で作品を撮影し、それを使って発表するように
なったことで発語の代わりを果たすようになったことな
どが影響したのではないかと推測された。
３．生徒Ａの表したいイメージの変容

生徒Ａは、軽度の知的障害とＡＳＤを有する生徒であ
る。自分の思ったことを言葉にして伝えることは得意で
活発に発言ができるものの、イメージをもつことに困難
さがあった。生徒Ａの記入文字数及び発語数の変容と、

「振り返りシート」に記入された表したいイメージに関
する記入内容（図中の四角の枠内）を図５に示した。

６月授業実践第１時では、「振り返りシート」への記
入はなかったが、回を重ねるごとに記入文字数の増加が
見られた。10月授業実践第１時では、６月授業実践の学
習の積み上げ効果が見られ、６月授業実践第１時と比較
すると記入文字数及び発語数（発語数については、６月
授業実践第２時と比較）ともに増加した。

特に、記入文字数及び発語数の増加が顕著であった
６月授業実践では、以下のような学びの過程が認めら
れた。まず、第２時の「おもしろい形を考えよう」で

図３　授業の構成（西村（2022）から再掲）

表１　記入文字数・発語数の推移

（＊１）６月授業実践第２時の発表発語数を示す。
（＊２）６月授業実践第３時～第６時の発表発語数の平均値を示す。
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は、積み木を組み合わせて構成を考える活動に取り組ん
だ。「振�り返りシート」の問い（項目う）「なにをつくっ
た？」に対して、「家」と記入し、記入総文字数はこの

「家」を合わせて５文字であった。発表場面では、「誰
が住む家ですか？」という質問に対して、「これ偽物で
す」と答えていたことから、具体的なイメージを広げる

までには至っていなかったと推測された。また第３時で
は、作った積み木の家を画用紙に表現した。「振り返り
シート」には、「家をかいた」と記入しており、発表場
面においても「家をいっぱい描きました。おわり」と発
言していた。これらのことからこの時点では、イメージ
に大きな変容は見られていなかったと推測された。次

図４　各段階の記入文字数及び発語数の推移

図５　生徒Ａの記入文字数及び発語数の変容と表したいイメージに関する記入内容
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に、第４時では、家に色を塗る活動に取り組んだ。その
際、「振り返りシート」には「ぬった家」と記入してい
たが、発表場面で他生徒から「町の名前は何ですか？」
と質問を受けた。すると生徒Ａは少し間を置いて、「周
南市大道理、中津市です」という具体的な町のイメージ
を回答した。この他者からの問いがきっかけとなり、第
５時では「大道理と中津」と記入し、記入総文字数及び
発語数ともに大きく増加した。そして第６時では「大道
理と中津大好き　また行ってみたい」と心情まで記入す
る様子が見られ、記入総文字数も57字に増加した。発表
場面においても、「大道理と中津ができました。大好き
な大道理と中津のおじいちゃんとおばあちゃんの家をイ
メージして描きました」と発表し、発語数が第５時の
1.85（語/秒）から4.05（語/秒）と118.9％の伸び率が見
られた。さらに第６時では、「振り返りシート」の問い

（項目う）「がんばったところは？」の問いに対し、「シー
ルの大きさをかえてみた」と記入しており、「振り返り
シート」を通した他生徒や教員とのやりとりが、材料や
用具の使い方等の表し方を考え試行錯誤するという主体
的な姿を引き出し、学びの質を高めたものと考えられた。

10月授業実践第１時では、トレーシングペーパー、画
用紙、和紙の３種類から光を透過しやすい紙について、
ＬＥＤライトの光源を用いて試す活動に取り組んだ。そ
の中で、トレーシングペーパーに映し出された光の色味
が黄色いことに気づき、「黄色いのがきれいだった」「蛍
のような光だ」とＴＴの教員に話す姿が動画で確認で
きた。「振り返りシート」の次時の見通しや意欲につな
がる問い（項目お）「どんな形の光を作りたい？」の欄
にも、「ホタルの光」と記入し、表したいイメージをも
つことができていたと推測された。第２時では、ケント
紙で作った円筒の中にＬＥＤライトを置き、その上に被
せたトレーシングペーパーに映し出された光の形から

「月」をイメージしたことが、「振り返りシート」の問い

「何に見える？」（項目う）への記入から読み取ることが
できた。しかし第３時では、円筒や三角柱などの立体
を箱の中で組み合わる活動に取り組んだが、「振り返り
シート」の問い「どんな模様ができた？」（項目う）に
対し、「丸三角四角をかさねた」と行為についての記入
に留まったことから、表したいイメージを明確にするま
でには至らなかったと推測された。第４時からは、色と
いう造形の要素を取り入れて４色ＬＥＤライトやカラー
セロファンを扱う学習内容としたが、第４時、第５時に
おいては、表したいイメージについて明確な記入内容や
発言は確認できなかった。しかし、第６時の「振り返り
シート」で、「できた作品は何みたい？」（項目う）と問
うことで、生徒Ａは「緑みたい。エメラルド」と発言し、
ＴＴの教員も「いいよ、その言葉にしよう」と生徒Ａの
発言を価値付けるやりとりが動画で確認できた。発表場
面では、「緑のカラーセロファンを糊で貼りました。丸
い線がエメラルドに見えた。ほんとに楽しかった」と発
表した。このやりとりの過程から、生徒と教員が表した
いイメージを共有するツールとして「振り返りシート」
が有効に活用されたものと考えられた。
４．生徒Ｂの表したいイメージの変容

生徒Ｂの記入文字数及び発語数の変容と、「振り返り
シート」に記入された表したいイメージに関する記入内
容（図中の四角の枠内）を図６に示す。

記入文字数を見てみると、特に６月授業実践を中心に、
回によってばらつきが認められた。これは、生徒Ｂが活
動のペースが比較的ゆっくりであることから記入に時間
を要したこと、設定できた記入時間が回によって異なっ
たことの影響を受けたと考えられた。

６月授業実践時における発語数は、第２時～第５時ま
で大きな変化は見られなかったが、作品の完成という題
で大きな変化は見られなかったが、作品の完成という題
材の締め括りである第６時で大きく増加した。また、段

図６　生徒Ｂの記入文字数及び発語数の変容と表したいイメージに関する記入内容
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階を見直した第３時以降、教員に質問を自主的にするよ
うになったり、発表場面では挙手して１番に発表をする
ようになったりと、主体的に取り組む姿が見られるよう
になってきた。しかしその一方で、「振り返りシート」
に記入した内容を確認すると、第５時の「かつどう２」
でイメージを明確にすることへの困難さが窺えた。

10月授業実践における発語数は、６月授業実践の積み
上げ効果は見られなかったものの、第２時の早期から増
加し、それ以降は1.35～1.68（語/秒）の発語数で自身の
作品について語ることができるようになったことを見取
ることができた。また、記入文字数も６月ほどのバラつ
きは認めらなくなった。第１時では、新しい題材に戸惑
う様子が見られ、発表場面では言葉を発するまでに時間
を要したが、「振り返りシート」の次時への見通しや意
欲につながる問い（項目お）の「どんな形の光をつくり
たい？」に対し、「ダイヤとにた形をつくりたい」と記
入し、次時への見通しと表したいイメージをもつことが
できていたことが窺えた。第２時では、ケント紙を折っ
てホチキスで留めることでダイヤ型、丸型、そして五
角形の立体（いずれも筒型）を作った。「次は、どんな
形の光をつくりたい？」という問い（項目お）には「ダ
ブル三角形」と記入し、表したいイメージをもって授業
を終えることができたと推測された。第３時でも、「振
り返りシート」に「スケッチブックで形を決める時、い
ろんな形を考えた」と記入していたことから、表したい
イメージをもって活動できていたことが推測された。さ
らに授業開始前には、美術室に来るとすぐスケッチブッ
クに貼り付けている「振り返りシート」に目を通し、前
時の取り組みを振り返ったり、隣の席の生徒と互いの記
入内容を見合ったりする等、振り返りの姿にも変容が見
られるようになった。続いて、第４時の発表場面では、

「僕はただ適当に作ったんですけど、狐みたいになりま
した」とイメージしたことを発表する姿が見られるよう
になった。そして第５時では、透明シートにカラーセロ
ファンや油性マジックペンで色を付ける表現活動に従事
する際、カラーセロファンを選択しながら貼り付ける
活動に取り組みながら、「薄黄色にピンクって合うのか
な」等、表したいイメージを言葉にしながら試行錯誤し
て取り組む姿が確認できた。また、教員の助言を取り入
れ、「２つ重ねて優しい色にすればいい」と他生徒にア
ドバイスする姿も動画で確認できた。発表場面では、他
生徒から作品について「名前は？」と質問されると、「名
前は特にはありません」と返答したものの、少し間を置
いてから「カラーレインボー」と答えることができた。
また、発表後、「振り返りシート」の問い（項目う）の

「作品の題名は？」に対し、「カラーレインボー」と記入
し、選択した色の感じから表したい作品のイメージを明

確にすることができていた。授業実施後に、生徒Ｂの指
導・支援に関わった教員から、「題名を思い付いたこと
に、本人はとてもびっくりしていたみたい」と話を聞く
ことができた。これは、中学部１段階の「思考力、判断
力、表現力等」の目標である「造形的な特徴を基にした
見立てや心情と関連づけたイメージができる」を達成し
た姿であると言える。その後の第６時でも、第一筆者に

「先生、一番薄い色から濃い色にやりたいんだけど」と
題名「カラーレインボー」の虹のイメージに合うように、
色をグラデーションになるように並べたいという要求語
が自主的に生起した。また、発表場面では、「振り返り
シート」に記入した内容を基に、「薄い色から濃い色に
作り変えました。題名は、カラーレインボー」と発表で
きた。記入文字数および発表発語数ともに、前時よりも
増加し、発語数においては、10月授業実践の中で最も多
く、1.68（語/秒）となった。

これは、「振り返りシート」への記入に対し、造形的
な見方・考え方を働かせた記入内容について、教員（第
一筆者）が赤ペンでコメントを追記し価値づける手立て
を継続したことにより、生徒自身がどのような視点で考
えるとよいのかが分かりやすくなったことが見通しとな
り、表したいイメージを明確にしていく手立てとなった
と推測された。また、そのことが自信をもつことにもつ
ながり、授業での主体的な姿を引き出したものと考えら
れた。
５．研究のまとめ

本研究では、振り返りにおいて設定した個々の内容が、
生徒の表したいイメージの変容にどのように関連したの
か、授業実践に基づき具体的に分析・検証を行った。

小学部３段階の目標を設定した生徒Ａの学びの過程か
らは、「振り返りシート」に提示した問いを基に生徒と
教員がやりとりを重ねたことで、表したいイメージが具
体化し、さらに「振り返りシート」に記入し視覚化する
ことで、表したいイメージをより明確にしていく姿が確
認できた。しかし、「振り返りシート」を準備するだけ
では各問いに着目することが難しい場面が見られたため、
教員と一緒にその都度確認する作業が必要であることが
分かった。

中学部１段階の目標を設定した生徒Ｂの学びの過程か
らは、「振り返りシート」への記入に対し、教員が価値
づけるフィードバックを継続したことにより、どのよう
な視点で考えるとよいのかが分かりやすくなり、表した
いイメージを明確にしていく手立てとなったと推測され
た。また、「振り返りシート」を自主的に見返すという
振り返りの姿から、「振り返りシート」が生徒Ｂにとっ
て拠り所となっていたと考えられた。

生徒Ａ及び生徒Ｂの学びの過程から、適切な実態把握
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と目標設定及び指導内容を基に、振り返りを繰り返す
授業を展開することにおいて、「振り返りシート」が断
片的になりがちな生徒の思考をつなぎ、まとめること
に有効に機能したと言える。振り返りについて、太田

（2018）は、「振り返りの経験を積み重ねることにより、
やがて次への見通しへとつながることが分かる」「『どの
ようにして考えたか』『どの方法がよりよいのか』など
の視点で振り返るようになる」と、振り返り活動の有効
性を述べている。本研究の結果は、これらの先行研究の
知見を支持したと推測された。

また、「振り返りシート」の活用は、教員の指導・支
援の手掛かりにもなっていた。授業実践後、職員室での
会話の中で、「本当に楽しかった。（イメージが）次から
次にいろいろと出てね」と語る教員の姿からも、「振り
返りシート」が生徒同士のやりとりだけでなく、生徒と
教員のやりとりを促すことにも有効であったと考えられ
た。ＴＴとして指導・支援に当たった教員４名を対象に、
指導・支援について、10月授業実践後にアンケートを実
施したところ、「今まで気付かなかった生徒の好みや思
いを知ることができ支援に役立った」や「どんな問いか
けをしたらいいのかが分かりやすく支援しやすくなっ
た」等の記入が多数あったことからも、「振り返りシー
ト（生徒用）・（教員用）」が指導・支援に役立つツール
として有効であったと考えられた。
６．今後の課題

他者からの問いが思考のきっかけとなり、表したいイ
メージの想起につながったことから、対話の重要性につ
いても示唆された。

生徒Ｂは、10月授業実践第６時の「はっぴょう」の場
面において、発表者（中学部２段階）に対し自ら挙手
し、「真ん中にある水色、あれ、魂ですか？」と質問した。
これは、造形的な見方・考え方を働かせることができた
からこその発言であった。「何を言ったらいいか分から
ない」と言葉にしていた生徒Ｂが、造形的な視点に自ら
気付くようになった姿でもある。さらに、それに対して
発表者も、「（水色は）海です。でも、魂かと思ったら魂
かもしれません」と返答し、生徒Ｂの意見を価値付けた。
これら一連のやりとりの姿は、個の学びの深まりが他生
徒の学びの深まりにつながり、さらには全体で共有する
ことが学習集団全体の学びの質の向上につながったと考
えられた。
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